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編 集 後 記
向暑の候、若葉が初夏の日差しに輝く
季節となりました。皆様、いかがお過ご
しでしょうか？早いもので土肥ホームへ
入職し、今年の４月で３年目に突入致し
ました。右も左もわからず初めての場所
で緊張と不安でいっぱいだったあの時。
そんな私を土肥ホームの皆様はあたたか
く、優しく迎えて下さいました。分から
ないことを丁寧に教えてくださり、いろ
んな方に助けられながら楽しく仕事がで
きています。利用者の方々や地域の方々
へ私のできることをしっかり行い、貢献
できるよう頑張っていきたいと思います。
まだまだ未熟者でありますが、これから
もよろしくお願いいたします。

（広報誌委員会　しみずO－O）
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令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
に
お
け
る
重
点
目
標
は
、
土
肥

ホ
ー
ム
中
長
期
計
画
の
短
期
目
標
と
し
て
昨
年
度
の
事
業
計

画
の
評
価
を
踏
ま
え
、
今
年
度
の
計
画
を
立
案
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
土
肥
、
戸
田
の
地
域
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
で
き
る
よ
う
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
運
営
に
必
要
な
職
員
体
制
の

充
実
と
老
朽
化
設
備
の
更
新
を
推
進
す
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し

た
。
こ
の
重
点
目
標
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

労
働
人
口
が
乏
し
い
地
域
で
の
介
護
人
材
獲
得
が
課
題
と
な

り
ま
す
が
、
外
国
人
介
護
職
の
採
用
を
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
基
づ
き
計
画
的
に
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。
外
国
人
介
護
職

の
育
成
計
画
に
基
づ
き
全
体
の
介
護
職
員
の
充
実
に
繋
げ
て

い
き
ま
す
。
次
世
代
の
核
と
な
る
指
導
職
の
育
成
に
つ
い
て

も
教
育
体
制
の
強
化
を
目
標
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
業

務
の
生
産
性
向
上
と
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
目
指
し
た

介
護
Ｄ
Ｘ
で
は
、
よ
り
業
務
に
定
着
す
る
よ
う
積
極
的
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
と
各
部
門
に
お
い
て
更
な
る
深
化
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
で
業
務
効
率
化
を
推
進
す
る
あ
ま
り
、
本
来
業
務
の

事
故
に
起
因
す
る
よ
う
な
リ
ス
ク
を
軽
視
し
な
い
よ
う
感
性

を
高
め
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
徹
底
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
設
備
更
新
で
は
、
事
業
継
続
の
視
点
か
ら
老
朽

化
設
備
の
更
新
と
安
定
経
営
に
繋
が
る
よ
う
資
金
確
保
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
災
害
に
備
え
る
よ
う
地
域
と
連
携

し
た
訓
練
の
実
施
、
関
連
す
る
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

を
行
っ
て
、
今
後
の
よ
り
実
践
的
な
災
害
対
策
に
備
え
て
い

き
ま
す
。
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ー

新緑と木漏れ日の中に
笑顔があります

研修委員会 防災委員会 互助会

　職員が学べる機会を
作り、施設全体の発展
に貢献できるような研
修を目指します。今年
度よりメンバーが変わ
り、また新しい視点を
持って活動していきた
いと思います。

　南海トラフ地震を想
定した防災訓練の実施
及び小土肥地区地域住
民との連携強化を図
り、災害への備えを
行っていきます。

　職員の福利厚生のた
めの事業を企画運営し
ています。今年度は年
二回のギフトやコロナ
禍で運動不足の職員の
皆様に小規模ながら運
動会を予定しています。

　今年も同じメンバー
で活動を続けていきま
すが、気持ちは常に新
たに、フレッシュな姿
勢で取組んでいきま
す。

　広報誌部会では、広
報誌「はまゆう」を通
じて、土肥ホーム・ 戸
田デイサービスの活動
や取り組み等をお伝え
しています。 今年度は
この４名でお届けして
いきます。

　先日、特養の余暇活動としてプリン作り
を行いましたが、今回作ったものは約1.9
キロもあるデッカイプリン！手作りプリン
の味もさることながら、その大きさにたく
さんの笑顔が見られました。

土肥ホーム各委員会

広報委員会
HP部会

広報委員会
広報誌部会



土肥ホームトピックス

各部署所信表明
今年度の各部署の顔です。

皆さんの生活を守る為にひと言ずつ誓います！
特養

土肥デイサービス
菜の花ホーム

戸田デイサービス

居宅介護
支援センター

ショートステイ

地域包括
支援センター

事務 厨房

ホームヘルプ
サービス

１日１日を大切に、その人らしく生
活して頂けるよう、「ここに入所し
て良かった」と思っていただけるよ
うなサービスの提供を目指します。

主 任 土屋春奈

ご利用者一人ひとりの心に寄り添い
ながら、健康を支え、自宅での暮ら
しを継続しつつ、交流を通じて生き
がいを提供するデイサービスを目指
します。　

リーダー 新谷裕生
ご利用者と一緒に生活をする中で、
家庭菜園や季節ごとの行事を行い、
笑顔多く楽しい日々を送り、居心地
の良い安心した生活を目指していき
ます。

主 任 荒川ゆかり

地域のニーズに応え、安心できる入
浴やレクリエーションを通じた交流
を大切にし、心温まる支援を提供し
ます。チームワークを重視し、より
良いサービスを目指します。

主 任 浅賀えみ子

事務業務の効率化を推進し、
人材の適正確保と経営基盤
の安定を目標として、持続
可能な施設運営により地域
に貢献してまいります。

管理サービス 課長
 河内政和

ご利用者が自宅で豊かに暮
らせるよう、気持ちに寄り
添い、心を込めたサービス
を提供し、笑顔あふれる日々
をお届けします。

主 任 長倉千景

自然が芽生え新緑が美しく
輝くこの季節、「食べること
は元気の源」。ご利用者に
とって食べる楽しみ、喜び、
満足を提供できますよう
日々努めてまいります。

主 任 鈴木明美

地域の皆さまとの対話を通
じて地域の課題を明確にし、
住民の皆さまや関係機関と
ともに解決に取り組んでま
いります。

主 任 鈴木千文

介護ソフトを有効活用して、関係機
関と連携しながら時間を確保し、ご
利用者やご家族に寄り添うサービス
提供を目指します。

主 任 佐藤孝之

もう一度来たいと思っていただける
ようなショートステイを目指します。
ショートでの生活の中で楽しみを持
ち、笑顔で自宅に戻ってほしいと思
います。

主 任 土屋春奈

余暇活動の時間には塗り絵などで
楽しく脳トレ！！

余暇活動の時間には塗り絵などで
楽しく脳トレ！！

法人の設立記念日に合わせて、
永年勤続及び業務優秀（団体）表彰を

いただきました。

法人の設立記念日に合わせて、
永年勤続及び業務優秀（団体）表彰を

いただきました。

ひな祭りには、皆さんと一緒に
お菓子をいただきました。
ひな祭りには、皆さんと一緒に
お菓子をいただきました。

お花見ドライブに
出掛けました。
車内からでしたが、満開の桜がきれいでした。

お花見ドライブに
出掛けました。
車内からでしたが、満開の桜がきれいでした。

鬼も一緒に、ハイチーズ!!鬼も一緒に、ハイチーズ!!

地元で今話題のスポット
「テラッセ オレンジ トイ」
に出掛けてきました。

地元で今話題のスポット
「テラッセ オレンジ トイ」
に出掛けてきました。

秋の収穫に向けて、ご利用者と
一緒に苗を植えました。
秋の収穫に向けて、ご利用者と
一緒に苗を植えました。

福利厚生

特養

ショートステイ 菜の花ホーム

戸田デイサービス菜の花ホーム
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新緑と木漏れ日の中に
笑顔があります

研修委員会 防災委員会 互助会

　職員が学べる機会を
作り、施設全体の発展
に貢献できるような研
修を目指します。今年
度よりメンバーが変わ
り、また新しい視点を
持って活動していきた
いと思います。

　南海トラフ地震を想
定した防災訓練の実施
及び小土肥地区地域住
民との連携強化を図
り、災害への備えを
行っていきます。

　職員の福利厚生のた
めの事業を企画運営し
ています。今年度は年
二回のギフトやコロナ
禍で運動不足の職員の
皆様に小規模ながら運
動会を予定しています。

　今年も同じメンバー
で活動を続けていきま
すが、気持ちは常に新
たに、フレッシュな姿
勢で取組んでいきま
す。

　広報誌部会では、広
報誌「はまゆう」を通
じて、土肥ホーム・ 戸
田デイサービスの活動
や取り組み等をお伝え
しています。 今年度は
この４名でお届けして
いきます。

　先日、特養の余暇活動としてプリン作り
を行いましたが、今回作ったものは約1.9
キロもあるデッカイプリン！手作りプリン
の味もさることながら、その大きさにたく
さんの笑顔が見られました。

土肥ホーム各委員会

広報委員会
HP部会

広報委員会
広報誌部会


